
シェアキッチンには

見えないアレルゲン
が潜んでいます

シェアキッチンには

見えないアレルゲン
が潜んでいます

熊谷保健所では、施設Aにて２年連続でふき取り調査を行いました。利用された方の
意識の変化や、丁寧な清掃により、汚れ（ATP）が減少したことを確認しました。
しかし、小麦アレルゲンのふき取り検査では、１７か所中１５か所で陽性となりました。
小麦は粉として舞いやすく完全に除去することは難しいです。
シェアキッチンを利用した製品には、アレルゲンの注意喚起表示をご検討ください。

通常の食品表示に加え、アレルゲンが混入している可能性があることについて、注意喚起表示
を行うことが望ましいです。
ただし、「入っているかもしれません」「入っている場合があります」などの可能性表示は、
たとえ一括表示欄外であっても認められていません。
〇「本品製造施設では●●（特定原材料等の名称）を含む製品を製造しています。」
×「本製品には●●（特定原材料等の名称）が含まれる場合があります。」

シェアキッチン衛生管理の詳細情報☞

ATP：平滑なものは 200RLU以下、凹凸のあるものは500RLU以下であれば衛生的である指標になります。
アレルゲン：わずかな残存であっても、アレルギーを持つ方が摂取すると健康被害を生じることがあります。
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コバトン&さいたまっち

●包丁 ●戸棚の取っ手
3,547 RLU＊

➥ 619 RLU
アレルゲン陽性

（＊同一施設Aでの変化量のため、前回のリーフレットと数値が異なります）

●アレルゲンの注意喚起表示について

738  RLU
➥ 119 RLU

アレルゲン陽性

●ふき取り調査

熊谷保健所 生活衛生・薬事担当 048-578-4560
食品監視担当 048-578-4563

含有する特定原材料は漏れなく！
えび・かに・くるみ・小麦・そば・
卵・乳・落花生（ピーナッツ）

原材料に使用していなくても、
混入の可能性があるアレルゲンを
注意喚起しましょう

☆食品表示の記載例


